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わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章
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　総会は、総務委員会の大橋邦啓委員長（北支部）の総合司会により進められました。
⑴　開会の言葉
　中村滋副会長が開会を宣言した。

髙橋三男埼玉県獣医師会長挨拶

（公社）埼玉県獣医師会第73回定時総会開催
　令和３年６月３日（木）午後３時から、さいたま市「清水園」に於いて、新型コロナウ
イルス感染拡大防止のため、役員等最小限の人数の出席により、御来賓もお招きせずに第
73回定時総会が開催され、全ての議案が原案のとおり可決・承認されました。

三密を避け、出席者同士の間隔を開け、換気をしながらの実施
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⑵　会長あいさつ
　毎年５月には各支部の総会にお招きをいただ
き、各支部の皆様とお話をする貴重な時間を持た
せていただいておりました。しかし、昨年は新型
コロナウイルスの感染拡大防止のため、予定され
ていたすべての支部総会の開催が中止され、書面
協議となったため、直接ご挨拶をさせていただく
ことができませんでした。
　今年こそは皆さんと直接お話しをすることがで
きると思っておりましたが、我が国でも感染力が
強い新型コロナウイルスの変異株が流行するとと
もに、ワクチン接種も思うように進まず、現在も
東京都など６都府県には緊急事態宣言が、そして
埼玉県など８道県にはまん延防止等重点措置が実
施される事態となっております。すでに全国では
65万人、埼玉県では４万人が感染し、県内では
180人に一人が感染していることになり、感染者
の存在が我々の身近なものになりつつあります。
このため、各支部の総会も昨年に引き続き書面協
議となってしまいました。
　このような状況のなか、昨年の集合狂犬病予防
注射事業につきましては、一昨年10月の消費税率
の改定に伴い、会員の皆様のご努力により20年以
上に渡り据え置いていた注射料金を改定し、初め
て迎えた集合注射でしたが、４月２日から開始さ
れたその直後の４月７日に初めての緊急事態宣言
が発令され、61市町村のうち47市町村が当初の計
画の中止を決定し、対前年比12.3％の実施率とな
りました。厚生労働省は注射期間を12月末日まで
延長しましたが、その後の集合注射は３市での実
施に留まり、最終的な実施率は13.5％でした。こ
のため多くの開業会員には会費を直接請求させて
いただきましたが、請求後僅か１か月の間にほぼ
全ての先生に納入していただきました。これもひ
とえに皆様の獣医師会へのご理解の賜物と感謝申
し上げます。
　昨年８月21日には、さいたま市の清水園で「こ
れからの異業種交流会の在り方を考える会」が開
催されました。この会は埼玉新聞社の丸山晃名誉
顧問の呼び掛けかけにより、埼玉県医師会の金井
忠男会長が代表世話人となって、大野元裕埼玉県
知事をお招きし、県内各市町村長や企業・団体の
代表者など、県内のオピニオンリーダー約160名
が出席しました。私は世話人を務め、挨拶で登壇
しましたが、この機会を利用して、緊急事態宣言
の影響で集合狂犬病予防注射の実施率が低迷して

いることを紹介するとともに、狂犬病は未だに海
外では10分間に一人が亡くなっており、発症する
と治療法がなく死を待つのみの大変恐ろしい病気
であることを説明し、人への感染を防ぐために、
法律で定められた犬への予防注射の必要性とその
実施率向上について、出席していた市町村長をは
じめ各界のリーダーに強く訴えさせていただきま
した。
　また、昨年12月末日の県内の狂犬病予防注射の
接種率は登録頭数の62.1％であり、WHOが推奨
する70％を7.9ポイント下回っていました。この
ため、３月30日発行の埼玉新聞紙上で１面全面を
使用して、大野元裕埼玉県知事、富岡清埼玉県市
長会会長（熊谷市長）・石木戸道也埼玉県町村会会
長（皆野町長）、金井忠男埼玉県医師会会長、藏内
勇夫日本獣医師会会長からいただいたメッセージ
とともに狂犬病予防注射の啓発をさせていただき
ました。お蔭様で集合注射は予定どおり実施され
たところです。
　このような前例がなく、先の見えない社会環境
の今だからこそ、私は、埼玉県獣医師会の各委員、
支部長、副会長、そして五十嵐前会長から引き継
いだ会長として、微力ながらも貴重な経験と実績
をもとに、会の発展のために常に会員の立場を考
えて、「熟慮」、「決断」、「実行」をモットーにして、
今後とも乏しきながらも自信と責任と誇りを持っ
て、会の運営に努力して参る所存でおりますので、
皆様の一層のお力添えを心からお願い申し上げま
す。
　本日ここに、ようやく開催することができまし
た第73回定時総会も、まことに残念ではあります
が、三密を避け、役員を中心とした最小限の出席
者による開催とし、来賓もお招きせず、終了後の
懇親会も中止することになりました。私も今まで
歩んできたこの獣医師会の歴史のなかで、昨年に
引き続きこのような総会を迎えるとは夢にも思っ
ておりませんでした。しかし世の中にはピンチは
チャンスだという言葉もあります。少なくとも微
生物に負けてはならないというという気持ちで、
地球上の人類が心を一つにして、力を合わせてこ
の微生物と戦ういいチャンスではないかと思いま
す。
　現在いろいろと山積された問題があります。し
かし、これを機会にこの獣医師会及び社会構成が
大きく変わる状況の中で、我々の会議ひとつとっ
ても集まらなくても、家にいて多くの皆さんの意
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見が集約できる。こんな会合もこれからは避けて
は通れない運用の一つになるのではないかとこの
ように思っています。
　しかし私たちも人間です。食べて飲んで色々な
話しを聞く、ただ単にネットで知識だけを得ても
その知識を生かさなければ価値がないわけであり
ます。知り得た知識を知恵に代えて皆さんと共に
埼玉県獣医師会をすばらしい会に、さらに日本一
の高い評価をいただくような、そして会員が埼玉
県獣医師会の会員でよかったと満足感をいただけ
るような会に向かって頑張っていく、今日はその
第一歩であるということをここに申し上げまし
て、皆様方の深いご理解となお一層のご支援を心
からお願いをするとともに、本日の審議事項を円
満にご承認いただくことを心からご祈念申し上げ
まして御礼を込めたご挨拶に代えさせていただき
ます。
　最後になりますが、本日の総会開催にあたり、
埼玉県農林部長の強瀬道男様、日本獣医師会会長
の藏内勇夫様からご祝辞を頂戴しておりますので
後程ご紹介させていただきます。
　本日はどうかよろしくお願いいたします。あり
がとうございました。

⑶　議長選出
　議事に先立ち、総合司会の大橋邦啓委員長から、
本日午後３時10分現在の出席会員数は、本人出席
21名、委任状提出者585名、合計606名で、定足数
を満たしていることから、定款第17条の規定によ
り本総会は成立している旨が報告された。
　続いて議長等の選出方法を諮った。出席者から
の「司会者一任」の声により、司会者が議長に林
繁雄先生（農林支部）、副議長に別部博司先生（西
支部）を指名し、選任された。

　議長及び副議長が登壇し、就任の挨拶と議事進
行に対する協力を求め着席した。

⑷　議事録署名人の選出および書記の指名
　議長は議事録署名人に馬場正次先生（衛生支
部）、加藤幸彦先生（農林支部）、また、書記に坂
梨栄二先生（衛生支部）、丸山盛司先生（農林支部）
を指名した。

⑸　議事
　報告事項　令和３年度事業計画および収支予算
に関する件
　本件について議長の求めに応じ、事務局　鴻巣
泰専務理事が令和３年度事業計画および収支予算
の概要を報告した。
　議長は、事業計画および収支予算は理事会の決
議事項であり、総会に報告することとされている
旨を説明した上で、確認したい事項について発言
を求めたところ、発言はなく、以上をもって本件
報告は了承された。

決議事項
第１号議案　令和２年度事業報告の承認に関する
件
　議長は第１号議案を上程し、求めに応じて事務
局　鴻巣泰専務理事が第１号議案の令和２年度事
業内容を報告した。
　議長が質疑を求めたところ質問・意見はなく、
第１号議案令和２年度事業報告の承認について議
場に諮ったところ拍手全員をもって本議案は承認
された。

第２号議案　令和２年度決算の承認に関する件
　議長は第２号議案を上程し、求めに応じて事務
局　鴻巣泰専務理事が第２号議案の令和２年度決
算について「貸借対照表」、「正味財産増減計算書」

「同内訳表」、「財務諸表に対する注記」、「附属明細
書」、および「財産目録」により説明した。
　次に、議長は監事に監査報告を求め、監事を代
表して八木賢裕監事（東支部）から令和２年度事業
報告並びに計算書類およびその附属明細書、財産
目録について令和３年４月28日に監査したところ
適正であった旨が報告された。議長が質疑を求め
たところ質問・意見はなく、第２号議案令和２年
度決算の承認について議場に諮ったところ拍手全
員をもって本議案は承認された。

円滑な議事運営に御尽力いただいた
左から　議長の林　繁雄先生、副議長の
別部博司先生
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第３号議案　令和３年度会費（負担金）および入会
金（案）に関する件
　議長は第３号議案を上程し、求めに応じて事務
局　鴻巣泰専務理事が会費および入会金につい
て、動物病院における新型コロナウイルス感染防
止対策のため、令和３年度に限った措置として、
開業会費を２万円減額した10万円とし、それ以外
は令和２年度と同額としたい旨を説明した。
　議長が質疑を求めたところ質問・意見はなく、
第３号議案令和３年度会費（負担金）および入会金
の承認について議場に諮ったところ、拍手全員を
もって本議案は原案のとおり可決決定された旨を
宣し（案）の削除を求めた。

第４号議案　令和３年度一時借入金の最高限度額
および借入・預入先金融機関の決定に関する件
　議長は第４号議案を上程し、求めに応じて事務
局　鴻巣泰専務理事が一時借入金の最高限度額を
300万円とし、借入先金融機関を埼玉りそな銀行、
武蔵野銀行としたい旨を説明した。
　議長が質疑を求めたところ質問・意見はなく、
第４号議案令和３年度一時借入金の最高限度額お
よび借入・預入先金融機関の決定について議場に
諮ったところ、拍手全員をもって本議案は原案の
とおり可決決定された。

第５号議案　令和３年度役員報酬に関する件
　議長は第５号議案を上程し、求めに応じて事務
局　鴻巣泰専務理事が理事および監事の報酬の総
額を590万円以内としたい旨を説明した。
　議長が質疑を求めたところ質問・意見はなく、
令和３年度役員報酬の決定について議場に諮った
ところ、拍手全員をもって本議案は原案のとおり
可決決定された。
　議長はここで議長の任を解いて降壇し、副議長
が議長に就任した。

第６号議案　役員の選任に関する件
　議長は第６号議案を上程し、求めに応じ事務局 
鴻巣泰専務理事が現在の理事および監事は本日の
総会終了をもって任期満了となるので、次期役員
について選任をお願いする旨を説明した。
　議長は、各次期役員候補者それぞれについて賛
否を諮ったところ、各役員候補者に対する異議は
なく、次のとおり選任した。また、選任された役
員全員は、即時、理事および監事の就任を承諾し
た。

（選任された役員名簿）
役員名 氏名 所属 備考
理事 髙橋　三男 さいたま市支部 重任
理事 中村　　滋 東支部 重任
理事 小暮　一雄 西支部 重任
理事 髙橋　一成 さいたま市支部 重任
理事 宗像俊太郎 南支部 重任
理事 堅木　道夫 西支部 就任
理事 大橋　邦啓 北支部 重任
理事 青山　利雄 東支部 就任
理事 前野　直弘 衛生支部 就任
理事 丸山　盛司 農林支部 重任
理事 長峯　　隆 団体支部 重任
理事 林　　繁雄 農林支部 重任
理事 鴻巣　　泰 農林支部 重任
監事 八木　賢裕 東支部 重任
監事 山中　利之 さいたま市支部 重任
監事 田中　　裕 南支部 重任

　続いて、付帯決議について、議長の求めに応
じ、事務局　鴻巣泰専務理事が説明した。議長が
付帯決議を付すことについて諮ったところ異議は
なく、拍手多数により承認された。
　ここで議長は、全議案の審議の終了を宣し、議
長及び副議長の任を解くとともに円滑な議事運営
に関して謝辞を述べ降壇した。

⑹　来賓祝辞
　鴻巣専務理事から御祝辞が紹介された。
埼玉県農林部長 強瀬　道男様
日本獣医師会会長 藏内　勇夫様

埼玉県農林部長
強瀬道男様　祝辞
　本日は、公益社団法人埼玉県獣医師会の第73回
定時総会が開催されますことを心よりお祝い申し
上げます。
　皆様とお会いできることを楽しみにしておりま

八木賢裕監事による監査報告
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したが、新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、今年度も出席することが叶わず、非常に残念
に思っております。
　髙橋会長をはじめ公益社団法人埼玉県獣医師会
会員の皆様には、日頃から公衆衛生や家畜衛生な
ど幅広い分野で県政に御協力いただいております
ことに、深く感謝を申し上げます。
　さて、昨年から発生が続いております新型コロ
ナウイルス感染症は、２度目の緊急事態宣言解除
後も、再び感染者数が増加し、県内の15市町をま
ん延防止等重点措置の対象区域とするなど、県民
や事業者の皆様方の御協力をいただきながら全庁
を挙げて対策を講じているところです。
　獣医師会会員の皆様におかれましても、診療施
設での感染予防対策などに御尽力いただき、重ね
てお礼申し上げます。
　昨年度は、畜産でも新型コロナウイルス感染症
による外食産業の需要低下などのために牛肉な
ど、一部畜産物の価格に影響がありました。
　こうした状況の中で、本県の畜産農家の経営安
定を図るためには、より付加価値が高い畜産物の
生産基盤の強化が必要です。このため県では、新
たにゲノミック評価を活用した肉牛振興事業や、
オリジナル採卵鶏の開発による養鶏振興などに取
り組み、更なる畜産振興を図ってまいります。
　一方、家畜伝染病に関しましては、昨年秋から
高病原性鳥インフルエンザが全国的に発生し、約
99０万羽が殺処分され、過去最大規模の発生とな
りました。また、豚熱については、一昨年の11月
から開始したワクチン接種の継続により、県内の
発生は抑えられていますが、最近、他県ではワク
チン接種を行った農場での発生が確認されており
ます。
　さらに、国外に目を向けますと、近隣諸国では
アフリカ豚熱や口蹄疫の発生が続いており、国内
侵入リスクが高い状況にあります。
　引き続き、農場に病気を侵入させないよう、畜
産農家への飼養衛生管理の指導を強化してまいり
ますので、会員の皆様には、今後とも御協力を賜
りますようお願い申し上げます。
　結びに、公益社団法人埼玉県獣医師会の益々の
御発展と、会員の皆様の御健勝、御活躍を心から
御祈念申し上げます。
　本日は誠におめでとうございます。

日本獣医師会会長
藏内勇夫様　祝辞

　日本獣医師会会長の蔵内勇夫です。
　埼玉県獣医師会の令和３年度定時総会が開催さ
れるにあたり、日本獣医師会を代表して一言ご挨
拶を申し上げます。
　新型コロナウイルスの新規感染者数は全国的に
増加し、各地に緊急事態宣言、まん延防止等重点
措置が発令されています。また、感染防止の切り
札と期待されるワクチンも各地で接種が始まって
いますが、接種予約に関する受入れ態勢やワクチ
ン自体の供給も十分でないとの指摘もあり、今後
の感染者の増加による医療提供体制への影響が懸
念されています。
　本総会も感染の拡大防止を第一に考慮され、参
加者数を少数に限定する等、工夫をこらしての開
催と伺っております。開催に至るまでの高橋会長
をはじめ貴会関係者の皆様のご尽力に心から敬意
を表する次第であります。
　このような中で、Webを利用した新しい形の
会議、シンポジウム、学会等の開催が社会に受け
入れられるようになっています。日本獣医師会に
おいても、総会・理事会は、理事、監事の皆様、
会員獣医師会の皆様のご協力を得てWeb併用で
開催することとしています。
　また、昨年度は獣医学術学会年次大会を中止し
て、代替企画として６回にわたって最近の獣医事・
獣医学術に関するトピックを取り上げ、Webシ
ンポジウムを開催いたしました。いずれの企画も
2００名から４００名を上回る参加者を得て盛況のうち
に開催され、ご協力をいただいた関係者並びに参
加者の皆様に感謝申し上げます。
　令和４年11月には、本会の獣医学術学会年次大
会と同時に第21回アジア獣医師会連合（FAVA）
大会が福岡市で連携開催される予定で、私はその
際に現在のFAVA副会長から会長に就任する予
定です。コロナ禍の中で開催形式等については、
柔軟な対応が必要ですが、大会の成功に向けて
しっかりと準備を進めていく所存です。埼玉県獣
医師会からも多数の参加登録をいただきたく、何
卒よろしくお願いいたします。
　埼玉県獣医師会の中核事業である狂犬病予防事
業における今年度の予防注射の時期については、
本会から厚生労働省に対応方針の早期公表につい
て働きかけた結果、昨年と同様に「12月末日まで
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の間に受けることも差し支えない。」とする省令
改正通知が３月２日に早期発出されました。会員
獣医師の皆様にその旨周知いただき、埼玉県及び
市区町村と連携し、予防注射がもれなく実施され
るよう特段のご尽力をお願いいたします。
　一方、日本獣医師会においては、愛玩動物看護
師法の円滑な施行、動物愛護管理法の改正による
マイクロチップの指定登録機関への指定、ワンヘ
ルスの実践等課題は山積していますが、役員一同
一丸となり、今月末の任期満了に向けて会務に精
励していきたいと考えております。
　本日の総会は、貴会の今季の活動に向けての重
要な議案が審議されると伺っています。本総会が
意義あるものとなり、今後の埼玉県獣医師会の一

層活発な活動につながるとともに、貴会が埼玉県
民の生活の向上に一層貢献しつつ、益々ご発展さ
れることを祈念して、私の挨拶といたします。

⑺　祝電披露
　鴻巣泰専務理事が（一社）埼玉県畜産会会長根岸
信一郎様及び、武蔵野銀行頭取長堀和正様からの
祝電を披露した。

⑻　閉会の言葉
　小暮一雄副会長が総会運営に対するお礼を述
べ、午後４時、閉会を宣言した。

令和３年６月10日　埼玉新聞

埼玉県獣医師連盟総会開催
　令和３年６月３日（木）、埼玉県獣医師会第73回定時総会に先立ち、午後１時50分から、さいたま市「清
水園」で開催されました。
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、来賓は招待せずに理事など最小限の人数で、三密を避けての開
催となりました。
　長谷川繁雄理事の司会により、中村滋副理事長の開会の言葉、髙橋三男理事長の挨拶、の後に、議事に入
りました。
　議事は、大橋秀樹議長（東支部）、大澤健副議長（さいたま市支部）により進められました。第１号議案「令
和２年事業報告および収支決算承認に関する件」が上程され、事務局鴻巣泰理事が説明し、八木賢裕監事に
よる監査報告の後、議長が質疑を求めたが、質問、意見はなく、本件の承認について諮ったところ拍手多数
により原案のとおり承認されました。
　続いて、第２号議案「令和３年度事業計画及び会費徴収(案)に関する件」が上程され、事務局説明の後、
議長が質疑を求めたが質問、意見はなく、本件の決定について諮ったところ拍手多数により原案のとおり可
決決定されました。
　続いて、第３号議案「役員の改選に関する件」が上程され、事務局説明の後、議長が質疑を求めたが質問、
意見はなく、本件の決定について諮ったところ拍手多数により原案のとおり可決決定されました。
　以上をもって議事は終了し、議長、副議長は円滑な議事運営に御礼を述べ、小暮一雄副理事長の閉会の言
葉をもって、午後２時10分、閉会となりました。
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第２回理事会
　令和３年６月３日（木）午後２時30分から、さいたま市「清水園」において、次の事項を審議した。
１　会長挨拶
　本日この後に開催する総会は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、昨年に引き続き変則的なものとな
り誠に残念ではあるが、理事の皆さんのご尽力により開催することができる。総会の円滑な運営にご協力を
お願いする。
２　決議事項
第１号議案　新入会員の承認に関する件
　さいたま市支部１名、南支部１名、農林支部４名、団体支部16名の入会の可否について諮り、異議なく全
員の入会が承認された。
３　協議事項
　⑴　第73回定時総会の運営について
　　　総会の運営計画及び役割分担などについて協議し了承された。
　⑵　その他
　　　なし

臨時理事会
　令和３年６月３日（木）午後４時、さいたま市「清水園」において理事13名（総理事数13名）及び八木賢
裕監事、山中利之監事、田中裕監事出席のもとに、理事会を開催し、次の事項を審議した。
１　審議事項
　⑴　代表理事（会長）、副会長、専務理事選定の件
　　�　理事髙橋三男が議長となり、代表理事（会長）髙橋三男及び副会長中村　滋、副会長小暮一雄、専務
理事鴻巣泰が理事の任期満了により退任することとなるので、改めて当法人の代表理事（会長）及び副
会長、専務理事の選定について審議したところ、全員一致をもって、次のとおり選定した。なお、被選
定者は、その就任を承諾した。

　　　代表理事（会長）　　髙橋三男
　　　副会長　　　　　　中村　滋
　　　副会長　　　　　　小暮一雄
　　　専務理事　　　　　鴻巣　泰

　⑵　各部会長並びに各委員長選定の件
　　�　議長は、各部会長並びに各委員長の選定を協議したところ、全員一致をもって、次のとおりとなった。
なお、被選定者は、席上その就任を承諾した。

　　　�開業部会長　　　　　　　　　　　中村　　滋　副会長理事�
勤務部会長　　　　　　　　　　　丸山　盛司　理事�
開業部会第１運営委員会委員長　　中村　　滋　副会長理事�
開業部会第２運営委員会委員長　　小暮　一雄　副会長理事�
勤務部会運営委員会委員長　　　　丸山　盛司　理事�
総務委員会委員長　　　　　　　　大橋　邦啓　理事�
獣医事調委員会委員長　　　　　　林　　繁雄　理事�
学術委員会委員長　　　　　　　　髙橋　一成　理事�
狂犬病予防委員会委員長　　　　　青山　利雄　理事�
厚生委員会委員長　　　　　　　　堅木　道夫　理事�
情報検討委員会委員長　　　　　　宗像俊太郎　理事

会 務 報 告
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新　入　会　員
新入会員報告

支　部　名 氏　　　　　名 診　　療　　所　　名

さいたま市 本　田　拓　海 さいたま市・エンゼル動物病院

南 舟　浮　剛　志 新座市・シーサー動物病院

開業部会

広告
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支　部　名 氏　　　　　名 勤　　務　　先

団体 青　山　竜　也 加須市・高橋動物病院

〃 小　形　祐　理 加須市・高橋動物病院

〃 村　下　未　央 加須市・高橋動物病院

〃 岡　田　海　人 川口市・どうぶつの総合病院　専門医療＆救急センター

〃 紀　田　　　泉 川口市・どうぶつの総合病院　専門医療＆救急センター

〃 佐　藤　沙　紀 川口市・どうぶつの総合病院　専門医療＆救急センター

〃 柴　田　紘　佑 川口市・どうぶつの総合病院　専門医療＆救急センター

〃 高　橋　千帆子 川口市・どうぶつの総合病院　専門医療＆救急センター

〃 野　本　　　賢 川口市・どうぶつの総合病院　専門医療＆救急センター

〃 前　田　亜希子 川口市・どうぶつの総合病院　専門医療＆救急センター

〃 前　田　奈　苗 川口市・どうぶつの総合病院　専門医療＆救急センター

〃 横　山　岳　生 川口市・どうぶつの総合病院　専門医療＆救急センター

〃 住　本　純　子 ふじみ野市・上福岡 OZ 動物病院

勤務部会

広告
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ひ　ろ　ば

愛鳥週間野生生物保護功労者表彰
　南支部北部分会の川辺貴久先生におかれましては、日頃から傷病野生鳥獣保護治療事業及び侵略的外来生
物対策事業にご尽力いただいておりましたが、この度その功績が認められ、第75回愛鳥週間野生生物保護功
労者表彰において、環境大臣賞を受賞されました。本来であれば５月の愛鳥週間に開催される第75回愛鳥週
間「全国野鳥保護のつどい」で行われる

「野生生物保護功労者表彰式」において
表彰される予定でしたが、新型コロナウ
イルス感染症の影響により「つどい」及
び「表彰式」がオンラインでの開催とな
りました。このため、表彰状が埼玉県環
境部みどり自然課を経由し、埼玉県獣医
師会に送付されましたのでご紹介させ
ていただきます。

環境大臣賞

広告
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お 知 ら せ

事 務 連 絡
令和３年５月31日

地方獣医師会事務局 御中
日本獣医師会事務局長

日本獣医師会獣医師生涯研修事業における令和２年度（2020年度）の
研修実績の申告について

　獣医師生涯研修事業の推進にあたりましては、日頃から特段のご理解とご協力をいただき、厚く御礼
申し上げます。
　さて、令和２年度（2020年度：令和２年４月１日～令和３年３月31日）の本事業におきましては、新
型コロナウイルス感染症拡大の影響によって多くの認定プログラム（講習会やセミナー等）が延期また
は中止され、さらに、緊急事態宣言下の移動制限によって他都道府県で開催された認定プログラムへの
受講も難しく、本事業の申告・申請のために必要とされる「一年度内の10ポイントの取得」が非常に困
難な状況となりました。
　このため、令和２年度の本事業における申告・申請につきましては、下記の対応策にて救済対応を行
いますので、ご承知おきくださいますよう、よろしくお願いいたします。

（過去３年以内に本事業で申告・申請をされた先生には、別途メールにて直接ご案内を差し上げます。）

記

　令和２年度の本事業においては、「申告・申請を行わない場合」または「取得ポイント数が10ポイン
トに満たない場合」でも、翌令和３年度に申告を行うことによって継続扱いとする。

農 政 第 １ ９ ４ 号
令和３年６月18日

公社団法人　埼玉県獣医師会
会長　髙橋三男様

埼玉県農林部長強瀬道男（公印省略）

埼玉県におけるまん延防止等重点措置等に基づく協力要請について（依頼）

　本県農林行政の推進につきましては、日頃格別の御理解と御協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　さて、本県における新型コロナウイルスの感染状況については、新規陽性者数の減少傾向がみられる
一方、病床使用率が下がりきらず、感染力が強いと言われているデルタ株への懸念が存在することから、
引き続き、感染拡大防止対策が必要な状況です。
　そこで、第56回埼玉県新型コロナウイルス対策本部会議（令和３年６月17日開催）において、政府対
策本部の公示に基づき、埼玉県におけるまん延防止措置等重点措置を実施すべき期間を延長し、県民の
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皆様及び事業者の皆様に協力をお願いすることが決定されました。
　つきましては、趣旨を御理解いただき、関係者の皆様への周知に御協力くださるよう、お願い申し上
げます。

（参考）
埼玉県ＨＰ
　【６月17日発表】埼玉県におけるまん延防止等重点措置等に基づく協力要請について
　https://www.pref.saitama.lg.jp/a0401/covid19/saitamaken_zyuutensochi0617.html

別添として次の資料を添付する。
○ 上記「【６月17日発表】埼玉県におけるまん延防止等重点措置等に基づく協力要請について」の

リンク先ページ

事 務 連 絡
令和３年５月24日

地方獣医師会事務局及び担当役員　御中
公益社団法人　日本獣医師会　　　
副会長兼専務理事　境　　　政　人

映画『犬部』広報への協力について

　本年７月22日（木・祝）に全国公開予定の映画『犬部』（配給：ＫＡＤＯＫＡＷＡ）について、この
たび別紙のとおり同映画の広報を担当する株式会社国連社から映画タイアップポスターの作成と掲出に
よる広報協力の依頼がありました。
　本作は、北里大学獣医学部に実在したサークルをモデルに、保護犬の譲渡活動等を通じた獣医学生ら
の交流、さらに卒業後に獣医師としてそれぞれの道を歩む彼らの再会のエピソード等を描いた映画です。
作中には人と動物の共生、動物福祉、適正飼養等の要素がちりばめられており、本会として広報への協
力を行うこととしたところです。
　つきましては、本会名義を表示したタイアップポスターを後日送付いたしますので、貴会会員の小動
物診療施設をはじめ関係先に配布いただき、掲出にご協力いただきたくお願いします。
　なお、本ポスターについては、若干であれば余部がありますので、必要な場合は本会事務局まで連絡
願います。

※別紙省略
※開業部会会員にはポスターを同封しました。
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令和3年6月16日
各地方獣医師会会長　各位

公益社団法人日本獣医師会事務局次長

【情報提供】本会のマイクロチップ指定登録機関の指定について

　平素からの本会諸活動に対するご理解、ご協力に感謝申し上げます。
　このたび、添付の官報（令和３年６月16日付け第514号）のとおり環境省告示第43号をもって、本会
がマイクロチップ指定登録機関に指定されました（指定されたのは本会１団体のみです。）のでご報告
申し上げます。
　つきましては、本会、地方獣医師会及び会員構成獣医師等の三者が連携・協力の下、適切かつ円滑な
登録の取組みが求められますので、引き続きご支援を賜りますよう何卒よろしくお願い申し上げます。
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事 務 連 絡
令和３年６月17日

地方獣医師会会長　各位
公益社団法人　日本獣医師会　　　
副会長兼専務理事　境　　　政　人

食品、添加物等の規格基準の一部を改正する件について

　このことについて、農林水産省消費・安全局畜水産管理課課長補佐（薬事審査管理班担当）から、別
添のとおり通知がありました。
　この度の通知は、厚生労働省大臣官房生活衛生・食品安全審議官から食品、添加物等の規格基準の一
部を改正する件（令和３年厚生労働省告示第213号）が告示されたことに伴い、食品、添加物等の規格
基準（昭和34年厚生省告示第370号）の一部が改正され、下記の改正概要等についての周知が依頼され
たものです。
　つきましては、貴会会員に周知方よろしくお願いいたします。

記

　食品衛生法（昭和22年法律第233号）第13条第１項の規定に基づき、規格基準告示に規定する農薬エ
タボキサム、動物用医薬品オクスフェンダゾール、フェバンテル及びフェンベンダゾール、農薬チオキ
サザフェン並びに農薬フェンブコナゾールについて、食品中の残留基準値を設定又は改正したこと

※別添省略



15

年　月　日 産　業　動　物 小　　　　動　　　　物 公　衆　衛　生
４月
５月
６月
７月
８月

９月12日（日） 令和３年度　関東・東京合同地区獣医師大会（栃木）獣医学術関東・東京合同地区学会
（宇都宮市　栃木県総合文化センター）

1０月
11月

12月
農林支部
令和３年度埼玉県家畜保健
衛生業績発表会

令和４年
１月21日（金）
～23日（日）

令和３年度  日本獣医師会獣医学術学会年次大会（兵庫）
（神戸国際会議場・展示場）

２月
衛生支部
健康福祉研究発表会
食肉衛生技術研修会

３月

令和３年度埼玉県獣医師会学術広報版
（令和３年６月2０日現在）

広告
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５月20日　埼玉県畜産会第１回理事会（熊谷市　
ホテルヘリテイジ）書面協議

６月１日　埼玉県畜産会第66回通常総会（熊谷市
ホテルヘリテイジ）

６月３日　埼玉県獣医師会第73回定時総会（さい
たま市　清水園）

６月23日　日本獣医師会第78回通常総会（東京都　
明治記念館）

６月30日　埼玉県狂犬病予防協会役員会（さいた
ま市　知事公館）

７月11日　第２回関東・東京合同地区獣医師会理
事会（栃木県宇都宮市　ホテルマイス
テイズ宇都宮）

７月16日　全国獣医師会事務事業推進会議（東京
都　都市センターホテル）書面協議

９月12日　関東・東京合同地区獣医師大会・三学
会（栃木県宇都宮市　栃木県総合文化
センター）

10月19日　第65回埼玉県公衆衛生大会（未定）
11月20日、21日　食と農林業の祭典「ドリーム�

フェスタ」（行田市　古代蓮の里）
令和４年
１月21日～23日　令和３年度日本獣医師会学会年

次大会（神戸市　神戸国際会議場）
２月27日　第３回関東・東京合同地区獣医師会理

事会（栃木県宇都宮市　ホテルマイス
テイズ宇都宮）

事　務　局　メ　モ
ホームページ会員専用ページ　入室は　URL  http://www.saitama-vma.org/

ID：SVMA（半角・大文字）　パスワード：MITSUO（半角・大文字）

広告
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編　集　後　記
　関東甲信越地方の梅雨入りは、気象庁による
と６月中旬であったようです。天気図で見る梅
雨前線の位置は、江南の地から北九州、瀬戸内
海沿岸、大和地方、相模湾上と遠い昔、稲作が
伝来した経路をなぞっているようです。江南の
詩人　王安石の『初夏即事』の一節に
　『晴日　暖風　麦気を生じ　
　緑陰　幽草　花時に勝る』と江南の初夏にお
ける庭園の風景を歌っています。その情景は、

『晴れた日の光と暖かい風のなかに、麦の香り
が漂い、緑の木陰とひっそり茂る草は花咲く季
節に勝る』というものです。奥入瀬や嵐山の緑
陰をわたる薫風を想起します。
　さて現実の社会は、COVID-19のパンデミッ
クにより未曾有の混乱に陥り、将来を見通すこ
とのできない不安が重くのしかかってきていま
す。そんな中、心を痛めた事件のニュースが報
じられました。名古屋入国管理局に収容中の難
民申請中のスリランカ人女性ウィシュマ・サン
ダマリさんが病死したことと出入国管理法の改
正案が国会に提出されたとのことでした。我が
国は難民に対して不寛容の国です。国際化を声
だかに標榜しても、その本音は経済的利益には
貪欲であるが、世界の人権問題には出来る限り
触れないようにして過ごしてきました。思い起
こすと、1951年（昭和26年）のサンフランシス
コ講和条約の締結時、我が国は太平洋戦争にお
ける戦争被害を与えた国々に対し賠償を約束し
ました。この時、セイロン（現在の国名はスリ
ランカ）の代表ジュニウス・リチャード・シャ
ヤワルタナ氏（後の大統領）は、戦時下の空襲
被害を指摘した上で、責任の所在、謝罪、反省
を受け入れて、セイロンがブッダの教えを信奉
する仏教国であることを表明した上で、『この
世では、恨みが恨みによって鎮まるということ

は絶対にあり得ない。恨みは、恨みを捨てるこ
とによって鎮まる。これは永遠の真理である。』
というブッダの言葉を引用し、日本に対する賠
償請求権を放棄しました。多くの戦勝国の中で
セイロンが戦後賠償権放棄を行った唯一の国で
した。蛇足ながら、著者はこの事実を義務教育
や高等学校の歴史では認識せずに過ごし、最近
になって死生観の勉強で仏教学を学んだ時に初
めて知りました。
　時を経て、我が国は経済的には成功し、世界
中の食材、衣服、装飾品などが自由に手に入る
豊かな国になりました。人々の心と知性の水準
は戦後どのように発展したのでしょうか。世界
中の困って助けを求めている人々に対して、お
金を配るだけではなく心を砕き手を差し伸べる
ことができるでしょうか。難民の受け入れ状況
を見ると、国としての豊かさに見合った国際貢
献が十分とは見えないようです。
　翻って獣医学と獣医療の今日を見ると、
scienceの発展や進歩に比較してartの遅れが非
常に気がかりです。獣医療の対象動物の分布が
大きく変化している今日、それを監督指導する
行政機構は、変化する行政需要に十分対応して
いるとは思えません。産業家畜の減少地域では
小動物の飼育頭数は増加し、COVID-19で明ら
かなように動物由来の新興感染症や再興感染症
のリスクが高まっているにも関わらず、行政の
機構変化が見えません。地域獣医療の充実が地
域住民の公衆衛生の確保の視点から見直される
ことはscienceだけではなく獣医師のartの実践
でもあります。
　総会を終え新役員体制で新たな出発をする獣
医師会に会員各位の自覚とartの発展を期待し
つつ６月号の会報をお届けいたします。
 （初雁）



広告



わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章
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